
   

■効能・効果：あらかじめ適用した食事療法及び運動療法の効果が不十分な高度肥満症（肥満度が＋70％以上又はBMIが35

以上）における食事療法及び運動療法の補助 

＜効能・効果に関連する使用上の注意＞ 

⑴ 肥満症治療の基本である食事療法及び運動療法をあらかじめ適用し、その効果が不十分な高度肥満症患者にのみ、本剤の使用

を考慮すること。 

⑵ 本剤は肥満度が＋70％以上又はBMIが35以上の高度肥満症であることを確認した上で適用を考慮すること。 

肥満度（％）＝（実体重－標準体重）/標準体重×100 

BMI（Body Mass Index）＝体重（kg）/身長（m）2 

⑶ 内分泌性肥満、遺伝性肥満、視床下部性肥満等の症候性（二次性）肥満患者においては、原疾患の治療を優先させること。 

■用法・用量：本剤は肥満度が＋70％以上又はBMIが35以上の高度肥満症患者に対して、食事療法及び運動療法の補助療法

として用いる。通常、成人には、マジンドールとして0.5mg（1錠）を1日1回昼食前に経口投与する。1日最高投与量はマジンドールと

して1.5mg（3錠）までとし、2～3回に分けて食前に経口投与するが、できる限り最小有効量を用いること。 

投与期間はできる限り短期間とし、3ヵ月を限度とする。なお、1ヵ月以内に効果のみられない場合は投与を中止すること。 

＜効能・効果に関連する使用上の注意＞ 

⑴ 肥満症治療の基本である食事療法及び運動療法をあらかじめ適用し、その効果が不十分な高度肥満症患者にのみ、本剤の使用

を考慮すること。 

⑵ 本剤は肥満度が＋70％以上又はBMIが35以上の高度肥満症であることを確認した上で適用を考慮すること。 

肥満度（％）＝（実体重－標準体重）/標準体重×100 

BMI（Body Mass Index）＝体重（kg）/身長（m）2 

⑶ 内分泌性肥満、遺伝性肥満、視床下部性肥満等の症候性（二次性）肥満患者においては、原疾患の治療を優先させること。 

 

一般名： マジンドール（Mazindol） 

化学名： （±）-5-（p-Chlorophenyl）-2, 

5-dihydro-3H-imidazo［2, 1-a］isoindol-5-ol 

分子式： C16H13ClN2O 分子量： 284.74 


